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ボーリング柱状図
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砂質火山
灰土
(VAS)

暗褐

茶
灰

茶
褐

礫分を混じる火山灰土から成り、
不均質。
当地域で館ノ川凝灰岩層と称され
る第4紀洪積世の火山性半固結地盤
である。

軽石質火山灰土を主体に多量の砂
分を含有し、硬い。
軽石は細粒化したものを概ねとす
るが、局所的にはφ1～3mm程の
粒状を認める。
GL-2m以深、含水を増す。
GL-2.6m～4.5m間、φ5～10mmの
火山礫を主体に最大φ30mmを混
入する。

部分的に砂分の多含有箇所が見ら
れる。

GL-4.5m以深、厚さ3cm程の粘土
層を帯状に介在する。
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